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学校法人 青葉学園

学校法人 青葉学園が運営する東京医療保健大学(本部：東京都品川区、理事長：田村哲夫、学長：木村

哲、以下本学)は、和歌山看護学研究科を2020年4月に開学しました。初年度となる本年は12名が入学し

ました。

東京医療保健大学大学院 和歌山看護学研究科(修士課程)

2020年4月 開学

和歌山県は18歳人口の減少と若者の県外への流出が著しく、急速な少子高齢化が進行しています。こ

のような社会背景を受け、本学は2018年4月に和歌山看護学部(以下本学部)を開学しました。本学部では、

県内の高齢化に伴う医療ニーズの高まりと、地元への大学進学、卒業後の就職ができる「地学地就」の実

現を目指しています。地元に根付いた看護実践能力の高い看護職の育成のため、和歌山県、和歌山市及び、

主な実習先となる日本赤十字社和歌山医療センターと連携を図っています。また、「わかやま学」をはじ

めとしたわが国の動きや和歌山県のことを知るための科目も設置しており、変化や多様性に富む地域社会

への貢献ができる人材育成を目指しています。開学3年目となり、学生個々が健康支援やボランティア活

動など地域と関わるなど、積極的に学ぶ姿勢が根付いた学部となっています。

この度新たに開設した本研究科は、社会人を対象とした人材養成を主軸に考えています。高度専門医療

と地域医療における関係機関の多職種と協働し、チームケアのキーパーソンとして豊かな人間性や広い視

野に加え、高度な倫理観、専門知識や技術に裏打ちされる高い実践能力、管理能力、指導能力を持った地

域包括ケアを推進できる高度専門職人材を養成します。本研究科ができることで、学部4年間を通して学

ぶ確かな知識・技術・態度を基盤に、広い視野をもち、地域の健康支援を担えるより高度な看護専門職の

育成を行うことができます。

本学は今後も、県民が住み慣れた地域での生活を継続するための地域包括ケアシステムが有効に機能す

るよう、地域を巻き込んだ健康生活への支援が行える高度な実践能力をもつ医療人の育成を行ってまいり

ます。



■専門領域

『包括ケアマネジメント学』…ケアの管理やケア提供システムを構築・改善できる人材を育成

『包括ケア実践学』 …保健医療福祉分野で高度な看護実践が提供できる人材を育成

『包括ケア教育学』 …保健医療福祉分野で教育・指導にあたる人材を育成

【取得できる資格】公益社団法人日本看護協会 認定看護管理者受験資格（一定の条件が必要となります）

■目指す能力

(1)人間に対する深い洞察力や高い倫理観に根差した高度な看護実践に関する学識を有している。

(2)ヘルスケアシステムを視野に入れ、看護実践、組織管理、保健医療福祉の開発能力を身につけている。

(3)高度専門職業人として、また指導者、教育者として社会に貢献する意欲と能力が身についている。

【包括ケアマネジメント学】

(4)地域の医療施設、福祉施設、行政の組織、教育機関における課題を見出し、科学的根拠のもとに改善・

解決に導くために中心的役割を担える管理・指導能力。

【包括ケア実践学領域】

(5)地域の特性や人的・物的資源を活用した支援方法を開発し、多様なニーズをもつ人々の健康生活に貢献

する能力。

【包括ケア教育学領域】

(6)保健医療福祉関連施設や教育機関において、教育方法の開発や教育改善を行い、基礎教育や現任教育で

人材養成をする能力。


